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50km 升
議
員
は
、市
民
の
暮
ら
し
・
い
の
ち
に
直
結
す
る
諸
課
題
に
対
し
、 

金
沢
市
政
と
し
て
、ど
こ
に
重
点
を
置
く
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

実
態
と
は
程
遠
い「
原
発
事
故
収
束
宣
言
」
を
行
っ
た
野
田
民

主
党
政
権
。一
方
で
は
保
安
院
が
、地
震
の
揺
れ
で
配
管
に
亀

裂
が
入
っ
た
こ
と
を
認
め
る
な
ど
、全
国
の
原
発
へ
の
不
安
が

増
大
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、農
業
か
ら
暮
ら
し
・
経
済
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
影
響
を
与
え
る
T
P
P
参
加
問
題
と
、復
興
を

名
目
に
、消
費
税
、医
療
・
年
金
・
介
護
・
保
育
な
ど
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
国
民
負
担
を
強
い
る
「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」

の
強
行
を
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。升
議
員
は
、市
民
の
暮
ら

し
・
い
の
ち
に
直
結
す
る
諸
課
題
に
対
し
、金
沢
市
政
と
し
て
、

ど
こ
に
重
点
を
置
く
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

升
き
よ
み
議
会
だ
よ
り

待ったなしの原発対策など、国・県待ちでなく市独自の対応を急げ！ 
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ま
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ご
意
見
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

TEL.220-2407
FAX.260-6588

km 

市長 
答弁 

市長 
答弁 

市長 
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市長 
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市長 
答弁 

通
院
も
で
き
る
だ
け
早
く
中
3
ま
で
拡
大
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

窓
口
負
担
を
無
料
化
す
る
考
え
は
な
い
。 

原発 

升質問 

升質問 

2011.12月議会 

福
島
原
発
事
故
の
被
害
拡
大
と 

自
ら
の
事
故
続
発
で
不
安
が
高
ま
る
志
賀
原
発 

市
独
自
に
、ヨ
ウ
素
剤
を
学
校
施
設
に
配
備
す
べ
き
だ
！ 

本
市
で
は
、入
院
は
中
学
卒
業
ま
で（
昨
年
10
月
よ
り
拡
大
が
実
現
）、

通
院
は
小
学
3
年
生
ま
で
で
す
が
、県
内
19
自
治
体
で
下
か
ら
2
番

目
で
、通
院
は
能
美
市
で
は
18
歳
、他
の
自
治
体
で
も
中
学
卒
業
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
窓
口
負
担
に
つ
い
て
も
、七
尾
市
や
か
ほ
く
市
も
「
負

担
な
し
」
に
し
て
お
り
、金
沢
市
は
立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
拡
大
や

窓
口
負
担
を
な
く
す
こ
と
を
、い
つ
ま
で
に
実
施
さ
れ
ま
す
か
？ 

立
ち
遅
れ
の
目
立
つ
、本
市
の
子
ど
も
医
療
費
助
成 

「
年
齢
拡
大
」
と
「
窓
口
負
担
な
し
」
の
実
現
を 

子ども医療費 助成制度 

固
定
資
産
税
の
市
独
自
の
見
直
し
は
、国
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

引
き
続
き
研
究
し
た
い
。 

地
価
の
下
落
傾
向
の
中
で
も
、固
定
資
産
税
の
市
民
の
負
担
感
は
重
い
。

わ
が
党
は
、固
定
資
産
税
と
と
も
に
支
払
っ
て
い
る
都
市
計
画
税
の
税
率

引
き
下
げ
を
提
案
。
今
年
度
は
評
価
換
え
の
年
で
あ
り
適
正
評
価
と
と

も
に
、市
長
の
公
約
通
り
、税
負
担
を
軽
減
す
べ
き
で
す
！ 

 

市
長
は
公
約
で
あ
る
固
定
資
産
税
を
見
直
し
て 

市
民
の
負
担
を
軽
減
せ
よ
！ 

固定資産税 

医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
を
一
体
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
。

介
護
予
防
事
業
や
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も
促
進
し
、引

き
続
き
国
の
責
任
で
財
政
措
置
と
低
所
得
者
対
策
を
と
る
こ
と

を
求
め
た
い
。 

今
年
4
月
に
控
え
る
大
幅
見
直
し
で
は
、要
支
援
者
の
保
険
給
付
は

ず
し
が
予
定
さ
れ
、24
時
間
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
、訪
問
看
護
の
支
援

策
、介
護
職
員
の
待
遇
改
善
な
ど
問
題
が
山
積
。
介
護
保
険
料
の
基

準
額
は
4
7
6
0
円
で
、年
金
生
活
者
の
負
担
は
も
う
限
界
で
す
。
減

免
や
軽
減
制
度
、次
期
保
険
料
の
基
準
額
を
、ど
う
考
え
ま
す
か
？ 

軽
度
者
の
保
険
は
ず
し
に
よ
る
老
後
不
安
拡
大
と 

保
険
料
負
担
増
、介
護
職
員
の
待
遇
改
善
な
ど 

山
積
す
る
問
題
に
ど
う
応
え
る
の
か
？ 

介護保険 

国
保
料
の
賦
課
方
式
が
全
国
で
統
一
さ
れ
る
。
滞
納
者
に
は
、休

日
・
夜
間
を
問
わ
ず
、訪
問
・
電
話
な
ど
で
接
触
に
努
め
て
お
り
、

制
度
の
維
持
、負
担
の
公
性
平
の
観
点
か
ら
や
む
を
得
ず
、資
格

証
明
書
を
発
行
し
て
い
る
。 

あ
ま
り
に
高
い
保
険
料
に
よ
る
滞
納
世
帯
は
約
1
万
3
0
0
0
軒
。さ

ら
に
国
保
法
改
正
で
賦
課
方
式
を
13
年
度
か
ら
従
来
の
「
住
民
税
方

式
」
か
ら
「
旧
た
だ
し
書
き
方
式
」
に
変
更
で
、障
害
者
・
母
子
世
帯

で
は
保
険
料
が
大
幅
引
き
上
げ
に
。
年
間
所
得
1
0
0
万
円
未
満
が

55
％
、3
0
0
万
円
以
下
で
は
86
％
で
、資
格
証
明
書
は
1
2
6
1
世

帯
、短
期
保
険
証
が
3
7
0
0
世
帯
で
事
態
は
深
刻
で
す
。 

高
す
ぎ
る
国
保
料
で
増
え
続
け
る
滞
納
者 

障
が
い
者
・
母
子
世
帯
に
負
担
を
強
い
る
方
式
を
改
め 

国
保
料
引
き
下
げ
、負
担
軽
減
策
を
拡
充
せ
よ
！ 

国民健康保険 

原子力防災対策 

志
賀
原
発
は
、臨
界
事
故
隠
蔽
や
11
回
も
の
原
子
炉
手
動
停
止

や
事
故
を
続
発
し
て
お
り
、市
民
の
不
安
は
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

金
沢
市
は
、半
径
50   

以
内
の「
被
ば
く
防
護
措
置
区
域
」
に
入
る

こ
と
に
な
れ
ば
、防
災
計
画
に
原
子
力
防
災
対
策
を
入
れ
る
と
し

て
い
ま
す
が
、原
子
力
安
全
委
員
会
が
当
初
必
要
と
し
て
い
た
50

　
圏
の
ヨ
ウ
素
剤
配
布
を
、国
・
県
待
ち
で
は
な
く
、市
自
ら
の
判

断
で
学
校
・
保
育
園
・
幼
稚
園
等
に
配
備
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？ 

そ
し
て
、「
志
賀
原
発
の
再
稼
動
は
認
め
な
い
」
と
、北
陸
電

力
に
提
言
す
べ
き
で
す
！ 

km

km

 

 た
だ
国
を 

待
つ
の
み 

じ
ゃ
！ 

升
質
問 

升質問 

升質問 升質問 升質問 

升質問 

ヘルパーさん 
来なくなる～ 

あんまりだ～ 
保
険
証 

　
昨
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
と
福
島
原
発
事
故
以
来
、
こ
の
国
の
あ
り
方
、

政
治
の
あ
り
方
を
ど
う
す
る
の
か
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
民
主

党
野
田
政
権
は
、
福
島
原
発
の
問
題
の
深
刻
さ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、「
税
と
社
会
保

障
の
一
体
改
革
」
と
称
し
て
、
年
金
・
医
療
・
福
祉
の
削
減
を
進
め
な
が
ら
、
2
0
1
5

年
に
消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上
げ
を
明
言
、
さ
ら
に
す
べ
て
の
分
野
に
大
打
撃
を
与

え
る
T
P
P
に
参
加
表
明
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
最
悪
の
計
画
で
あ

り
、
断
じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
　 

　
そ
し
て
今
年
は
、
志
賀
原
発
再
稼
動
、
介
護
保
険
の
見
直
し
、
障
が
い
者
福
祉
法

・
国
民
健
康
保
険
改
悪
の
道
へ
と
進
も
う
と
す
る
、
重
大
な
年
と
な
り
ま
す
。
雇
用
・

環
境
・
医
療
・
教
育
・
福
祉
と
、
身
近
な
市
政
か
ら
国
の
政
治
を
動
か
す
力
を
強
め
る
た

め
に
、
日
本
共
産
党
は
精
一
杯
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
共
に
力
を
合

わ
せ
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！ 　

昨
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
と
福
島
原
発
事
故
以
来
、
こ
の
国
の
あ
り
方
、
政
治
の
あ
り
方
を
ど
う
す

る
の
か
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
民
主
党
野
田
政
権
は
、
福
島
原
発
の
問
題
の
深
刻
さ
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
、「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」
と
称
し
て
、
年
金
・
医
療
・
福
祉
の
削
減
を
進
め
な
が
ら
、

2
0
1
5
年
に
消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上
げ
を
明
言
、
さ
ら
に
す
べ
て
の
分
野
に
大
打
撃
を
与
え
る
T
P
P
に

参
加
表
明
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
最
悪
の
計
画
で
あ
り
、
断
じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
そ
し
て
今
年
は
、
志
賀
原
発
再
稼
動
、
介
護
保
険
の
見
直
し
、
障
が
い
者
福
祉
法
・
国
民
健
康
保
険
改
悪
の

道
へ
と
進
も
う
と
す
る
、
重
大
な
年
と
な
り
ま
す
。
雇
用
・
環
境
・
医
療
・
教
育
・
福
祉
と
、
身
近
な
市
政
か
ら
国

の
政
治
を
動
か
す
力
を
強
め
る
た
め
に
、
日
本
共
産
党
は
精
一
杯
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

今
年
こ
そ
、
幸
せ
多
い
年
で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
 

「
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
力
を
尽
く
し
ま
す
。
 

2012年度 
予算編成に 
あたって 

升質問 

今
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
や
、再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、新
幹
線
の
金
沢
延
伸
施
策
を
考
え
て
い
る
。
志

賀
原
発
か
ら
本
市
ま
で
最
短
45
　
で
あ
り
、た
だ
ち
に
防
災
訓
練
、ヨ

ウ
素
剤
配
備
は
考
え
て
い
な
い
。
志
賀
原
発
再
稼
動
は
、県
と
志
賀
町

側
の
理
解
が
前
提
で
あ
り
、議
論
を
見
守
り
た
い
。 

km


